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一
般
財
団
法
人
埼
玉
県
佛
教
会

会
長
　
倉
持
　
秀
裕

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ご
健
勝

に
て
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、

お
慶
び
い
た
し
ま
す
。
昨
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も

一
段
落
し
、
以

前
の
生
活
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

方
々
に
爪
痕
が
残

っ
て
お
り
ま
す
。

生
活
形
態
や
日
々
の
宗
教
儀
式
に
も

影
響
が
垣
間
見
ら
れ
ま
す
。
安
心
し

て
生
活
で
き
る
世
の
中
に
戻
れ
る
よ

う
願

っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
周
知
の
通
リ
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

ヘ
の
軍
事
侵
攻
は
未

だ
収
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
は
イ
ス
ラ
エ

ル
の
武
力
衝
突
が
発
生
し
現
在
に
至

っ
て
お
り
ま
す
。
戦
争
は
人
権
を
踏

み
に
じ
る
最
も
避
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
行
為
で
す
。
多
く
の
子
供
や
罪

な
き
人
々
が
犠
牲
と
な

っ
て
い
ま
す
。

一
日
で
も
早

い
終
焉
を
迎
え
ま
す
よ

う
願
わ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

本
年
は
パ
リ
で
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
日
本
の
選
手
た
ち

の
活
躍
と
ド
ラ
マ
が
我
々
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
る
こ
と
を
心
待
ち
に
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
新
紙
幣

が
発
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。
新

一
万

円
札
は
福
沢
諭
吉
に
変
わ
り
、
本
県

深
谷
出
身
の
渋
澤
栄

一
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
契
機
に
県
内
に
盛
り
上
が
り

が
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

楽
し
い
話
題
が
先
行
し
、
人
々
が

暮
ら
し
や
す
い
世
の
中
と
な

っ
て
く

れ
る
こ
と
を
願

い
、
仏
教
徒
が
手
を

携
え
て
精
進
し
て
ゆ
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
更
な
る
ご
理
解
ご

協
力
を
賜
り
、
と
も
に
歩
ん
で
ゆ
く

所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年

一

年
が
皆
様
に
と

っ
て
有
意
義
で
実
り

あ
る

一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
ｃ

〈
口
　
掌
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令和 6年 2月 28日 (水 )
14:00 開会 14:30 △万

日
日
口
′ 16:30(予定)

絵解き釈迦涅槃図

長野県・長谷寺 岡澤恭子さん (ご住職奥様 )
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◇
令
和
５
年
１１
月
１７
日
（金
）
、
熊
谷

文
化
創
造
館
さ
く
ら
め
い
と
太
陽
の

ホ
ー
ル
に
お
い
て
第
４４
回
埼
玉
県
佛

教
徒
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
今
大
会

は
妻
沼
仏
教
会

（宮
島
道
孝
会
長
）

が
主
管
と
な
り
、
埼
玉
県
北
部
地
区

佛
教
会
が
後
援
し
た
。

大
会
テ
ー
マ
は
、
「心
豊
か
に
明

る
く
生
き
よ
う
」
で
参
加
者
は
県
内

外
各
地
か
ら
約
５
０
０
名
、
大
会
の

総
合
司
会
は
、
岩
上
精
純
師

（長
勝

寺

。
高
野
）
が
務
め
た
。

宮
島
道
孝
師
の
開
会
の
こ
と
ば
よ

り
開
会
。
続
い
て
記
念
法
楽
が
厳
修

さ
れ
、
倉
持
秀
裕
会
長
が
主
催
者
の

あ
い
さ
つ
を
行

っ
た
。
続
く
来
賓
あ

い
さ
つ
で
は
、
全
日
本
仏
教
会
事
務

総
長
の
尾
井
貴
童
師
代
理
の
楠
宗
紹

師
、
熊
谷
市
長
の
小
林
哲
也
氏
か
ら

ご
あ
い
さ
つ
い
た
だ
い
た
。

記
念
講
演
で
は
、
講
師
に
８
カ
国

語
で
語
る
国
際
派
落
語
家
の
三
遊
亭

竜
楽
師
匠
を
迎
え

『世
界
で
見
つ
け

た
日
本
の
豊
か
さ
』
と
題
し
、
ご
講

演
い
た
だ
い
た
。
三
遊
亭
竜
楽
師
匠

は
２
０
０
８
年
よ
り
海
外
公
演
を
開

始
し
、
現
在
ま
で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

ア
メ
リ
カ
、
中
国
な
ど
の
約
６０
都
市

を
訪
れ
口
演
を
行
う
。
２
０
１
６
年

に
は
、
パ
リ
日
本
文
化
会
館
で
落
語

と
浮
世
絵

の

コ
ラ
ボ

レ
ー
シ

ョ
ン

「
Ｒ

Ａ

Ｋ

Ｕ

Ｇ

Ｏ

／

Ｕ

Ｋ

Ｉ

Ｙ

Ｏ

Ｅ

・
伝
統
と
現
代
の
出
会
い
」
を
開
催
。

昨
年
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
落
語
家
三

遊
亭
好
青
年
と
豊
か
な
多
文
化
共
生

社
会
を
推
進
す
る
ユ
ニ
ッ
ト

「め
に

か
る
」
を
結
成
、
各
地
で
講
演
活
動

を
行

っ
て
い
る
。
講
演
で
は
グ
ロ
ー

バ
ル
な
活
動
の
様
子
を
、
臨
場
感
あ

ふ
れ
る
記
録
映
像
と
、
ウ
ィ
ッ
ト
に

富
ん
だ
お
話
で
熱
心
に
語
ら
れ
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
鏡
味
味

千
代
師
匠
に
よ
る
太
神
楽
と
、
三
遊

亭
竜
楽
師
匠
に
よ
る
落
語
が
演
じ
ら
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さくらめいと

第
４４
口
　
埼
玉
県
佛
教
徒
大
会

れ
た
。

大
会
の
結
び
に
、
妻
沼
仏
教
会
の

江
黒
良
夫
副
会
長
か
ら
謝
辞
が
述

べ

ら
れ
閉
会
と
な

っ
た
。

一「県
佛
大
会
義
援
福
祉
募
金
報
告
』

第
４４
回
埼
玉
県
佛
教
徒
大
会
の
開

催
当
日
、
参
加
の
皆
さ
ま
か
ら
お
預

か
り
し
た
義
援
福
祉
募
金
の
合
計
金

額
は
２
４
４
、
０
０
０
円
に
な

っ
た
。

募
金
は
妻
沼
仏
教
会
か
ら
、
熊
谷
市

社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
託
し
、
社
会

福
祉
事
業
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
。
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倉持秀裕会長

全日本仏教会 楠 宗紹師
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浦和仏教会から妻沼仏教会へ佛旗バ トン

記念法楽

ヽ

や

事

　

愛
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妻沼仏教会 宮島道孝会長

4

熊谷市長 小林哲也氏
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太神楽 鏡味味千代さん

三遊亭竜楽さんによる講演

璃鱗‐ ´弩
驚
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「現
地
学
習
会
」

令
和
５
年
１０
月
１６
日
（月
）
、
「埼
玉

同
宗
連
」
主
催

（光
栄
澄
人
議
長
）

の
現
地
学
習
会
が
行
わ
れ
た
。
今
年

度
は
熊
谷
市
に
あ
る
埼
玉
人
権

。
同

和
セ
ン
タ
ー
と
上
中
条
集
会
所
、
行

田
市
の
観
福
寺
を
訪
れ
た
。
参
加
者

は
各
教
宗
派
か
ら
１４
名
。

ま
ず
、
部
落
解
放
同
盟
埼
玉
県
連

合
会
の
小
野
寺

一
規
書
記
長
か
ら
セ

ン
タ
ー
の
概
要
の
説
明
を
い
た
だ
い

た
後
、
施
設
の
見
学
を
行

っ
た
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、
観
福

寺

（大
嶋
竜
真
住
職
）
に
安
置
さ
れ

て
い
る
差
別
墓
石
を
見
学
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
そ
の
後
、
熊
谷
市
の
上

中
条
集
会
所
に
移
動
し
、
部
落
解
放

同
盟
埼
玉
県
連
合
会
中
条
支
部
長
の

池
田
三
男
氏
よ
り
支
部
に
つ
い
て
の

説
明
と
集
会
所
周
辺
を
案
内
し
て
い

た
だ
い
た
。
集
会
所
は
２
０
０
２
年

に
移
転
設
立
さ
れ
て
お
り
、
室
内
は

明
る
く
、
活
動
の
写
真
が
展
示
さ
れ
、

活
発
な
支
部
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る

様
子
が
分
か
っ
た
。
田
畑
や
ビ

ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
に
囲
ま
れ
た
の
ど
か
な
場

所
で
あ
る
が
、
鳥
取
ル
ー
プ

⌒示
現

舎
）
の

「部
落
探
訪
」
に
掲
載
さ
れ
、

悪
質
な
差
別
情
報
を
流
さ
れ
て
い
る

と
の
説
明
を
受
け
た
＾

４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た

一現
地

学
習
会
」
。
現
地
を
訪
れ
、
実
際
に

日
で
見
て
、
聞

い
て
学
ぶ
こ
と
の
重

要
さ
を
改
め
て
実
感
し
た
‥

「第
２４
回
県
知
事

・
県
議
会
議

長
要
請
行
動
」

令
和
５
年
１０
月
１９
日
（木
）
、
人
権

教
育

・
啓
発
推
進
埼
玉
県
実
行
委
員

会

（倉
持
秀
裕
会
長
）
は
、
「第
２４

回
知
事
要
請
行
動

一
を
県
議
会
議
事

堂
議
員
お
よ
び
県
知
事
公
館
で
実
施

し
た
．
知
事
公
館
で
行
わ
れ
た
要
請

行
動
で
は
要
請
団
を
代
表
し
て
本
会

の
倉
持
秀
裕
会
長
が

「イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
お
け
る
部
落
差
別
情
報
の
掲

示
を
は
じ
め
、
差
別
の
根
絶
に
向
け

て
問
題
は
山
づ
み
。
世
界
で
も
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
な
ど
人
権
を
脅
か
す
事

象
が
後
を
絶
た
な
い
。
差
別
解
消
に

向
け
た
教
育
や
啓
発
を
推
進
す
る
必

要
が
あ
る
」
と
述
べ
て
、
大
野
元
裕

知
事
、
立
石
泰
広
県
議
会
議
長
に
要

望
書
を
手
渡
し
た
。

「狭
山
事
件
の
再
審
を
求
め
る

市
民
集
会
」

令
和
５
年
１０
月
３１
日
（火
）
、
１３
時

か
ら
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
狭
山
事

件
の
再
審
を
求
め
る
市
民
集
会
が
開

催
さ
れ
た
。
集
会
に
は
全
国
か
ら
石

川

一
雄

さ

ん

の

支

援

‥者

約

１
、
１
０
０
名
が
参
加

し
た
。
全
体

集
会
に
先
立

っ
て
、
埼
玉
県
の
独
自

集
会
が
行
わ
れ
、
再
審
勝
利
に
向
け

て
意
思
統

一
を
図

っ
た
こ
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
、
主
催
者
挨
拶
、
石
川

一
雄

さ
ん

。
早
智
子
夫
人
に
よ
る
ア
ピ
ー

ル
、
袴
田
事
件
の
袴
田
巌
さ
ん
の
姉

。
ひ
で
子
さ
ん
や
、
他
の
冤
罪
被
害

者
も
ア
ピ
ー
ル
を
行

っ
た
。
ま
た
、

昨
年
か
ら
の
署
名
も
５２
万
筆
を
超
え

た
と
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
再
審
を

求
め
て
東
京
高
裁
、
東
京
高
検

ヘ
デ

モ
行
進
に
も
と
り
組
み
、
最
後
は
「団

結
が
ん
ば
ろ
う
」
で
締
め
く
く
ら
れ

た
っ

埼
玉
県
実
行
委
員
会
視
察
交
流
会

１１
月
２２
日
～
２３
日
、
埼
玉
県
実
行

委
員
会
視
察
交
流
会
は
、
昨
年
の
水

平
社
創
立
１
０
０
周
年
を
踏
ま
え
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
奈
良

県
御
所
市
の

「水
平
社
博
物
館
」
視

難一磯
筆

ピ

　

　

一
ク

一

埼
玉
風
宗
連

修

ぽ
赳
蒻
歩
祓

■
―

口
■
■
■
―

■
■
■

■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
―

■
■
■
■
■
―

■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■

■
■

■
■
■
■
■
■
■
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教佛玉埼０′
′
０

夭

句令
７
１
ｏ
０
９
々

Ｎ
「

察

。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
及
び
部
落

解
放

。
人
権
政
策
確
立
要
求
奈
良
県

実
行
委
員
会
と
の
意
見
交
換
会
を
行

い
、
「埼
玉
同
宗
連
」
事
務
局
か
ら

大
塚
主
事
が
参
加
し
た
。

研
修
旅
行

会
か
ら
は
深
谷
雅
良
専
務
理
事
、
大

應
寺
職
員
２
名
、
事
務
局
か
ら
金
子
、

大
塚
が
参
加
し
た
。
ｌ
日
目
は
大
船

駅
で
集
合
、
途
中
昼
食
を
と
り
、
鶴

岡
八
幡
宮
で
公
式
参
拝
、
円
覚
寺
見

学
、
中
華
街
散
策
、
夕
食
、
２
日
目

は
立
正
佼
成
会
横
浜
普
門
館
見
学
、

ヨ
コ
ハ
マ
エ
ア
キ
ャ
ビ
ン
乗
車
、
帆

船
日
本
丸
、
博
物
館
見
学
、
最
後
に

崎
陽
軒
で
昼
食
を
と
り
解
散
と
な
っ

た
。

「平
和
の
祈
り
」

埼
J=L
l目
釧マ

ハブr、
教
連
曰風
ニユ

１０
月
１２
日
、
１３
日
、
令
和
５
年
度

の
埼
宗
連
研
修
旅
行
が
実
施
さ
れ
た
。

今
回
の
旅
先
は
古
都
鎌
倉
か
ら
横
浜

へ
１
泊
２
日
、
参
加
者
は
４１
名
。
当

令
和
５
年
１１
月
２４
日
（金
）
、
埼
玉

県
宗
教
連
盟

（加
藤
智
理
事
長
）
が

今
年
で
２１
回
目
と
な
る

『平
和
の
祈

り
』
を
カ
ト
リ
ッ
ク
川
越
教
会
に
お

い
て
開
催
し
た
。

当
会
か
ら
は
、
加
藤
玄
静
副
会
長
、

深
谷
雅
良
専
務
理
事
、
萩
原
裕
史
師
、

三
浦
清
志
師
、
永
橋
文
教
師
、
澤
登

浩
裕
師
、
櫛
笥
亮
締
師
、
大
應
寺
か

ら
津
田
師
、
藤
井
師
、
新
村
師
、
小

河
原
師
、
事
務
局
か
ら
金
子
嘉
広
事

務
局
長
、
大
塚
美
紀
主
事
、
福
原
主

事
補
が
参
加
し
た
。

輻餞靱咆1献燿靡趙巫:猾靡i隧鰤饉又魃

①埼玉県における基本的な事務手続きについて 講師 :学事課 (60分 )
②県政出前講座「子供の貧困と子供の居場所について」

講師 埼玉県少子政策課
令禾□6年 2月 5日 (月 )熊谷会場 熊谷地方庁舎 4階大会議室
令不□6年 2月 7日 (水)さいたま会場 埼佛会館 1階多目的ホール

時間 13i30～ 15:35

お問い合わせ先 埼玉県総務部学事課 総務・宗教法人担当 電話 048-830-2568
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地
区
仏
教
会
だ
よ
り

寺
院
防
犯
講
習
会
行
日
市
佛
教
会

行
田
市
佛
教
会
は
平
成
２８
年
よ
り

羽
生
市
佛
教
会
と
合
同
で
研
修
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

本
研
修
は
行
田
市
佛
教
会
が
主
催

し
、
羽
生
市
佛
教
会
が
参
加
す
る
形

で
９
月
２６
日

（火
曜
日
）
に
行
田
市

桜
町
の
長
久
寺
客
殿
を
会
場
と
し
て

開
催
し
ま
し
た
。

県
佛
か
ら
の
注
意
喚
起
も
あ

っ
た

よ
う
に
、
近
年
は
寺
院
へ
の
窃
盗
事

件
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
行
田
市
と

羽
生
市
で
も

一
年
間
で
複
数
の
寺
院

が
窃
盗
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
今
回
の
研
修
は

「寺
院
防
犯

講
習
会
」
と
し
ま
し
た
。

講
師
は
埼
玉
県
警
行
田
警
察
署
生

活
安
全
課
の
佐
久
間
巡
査
に
依
頼
し

ま
し
た
。

行
田
市
に
於
け
る
最
近
の
犯
罪
の

傾
向
や
、
窃
盗
犯
や
強
盗
犯
に
つ
い

て
３０
分
程
の
説
明
を
受
け
た
後
に
、

質
疑
応
答
が
３０
分
以
上
設
け
ら
れ
ま

し
た
。
講
師
に
は
多
く
の
質
問
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
講
師
か
ら
の
回
答

で
印
象
に
残

っ
た
例
を
挙
げ
ま
す
。

。
窃
盗
犯
は
必
ず
下
見
を
す
る
。

セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
や
カ
メ
ラ
が

有
効
。

・
窃
盗
犯
は
侵
入
に
手
間
の
掛
か

る
現
場
を
嫌
う
。
補
助
錠
が
有

効
。

。
窃
盗
犯
を
見
た
り
出
く
わ
し
た

り
し
た
時
は
身
の
安
全
を
確
保

し
て
、
警
察
に
遠
慮
無
く
通
報

い
た
だ
き
た
い
。

等
々
、
基
本
的
な
が
ら
も
す
ぐ
に

実
践
で
き
る
知
識
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

行
田
警
察
署
と
し
て
は
、
例
え
ば

一警
察
官
巡
回
中
」
等
の
表
示
に
一行

田
警
察
署

・
行
田
市
佛
教
会
」
等
と

共
同
で
記
名
さ
れ
る
こ
と
は
、
事
前

に
協
議
が
あ
れ
ば
問
題
無
く
、
む
し

ろ
積
極
的
に
行

っ
て
欲
し
い
と
の
事

で
し
た
。
各
寺
院
に
防
犯
の
掲
示
を

す
る
の
取
り
組
み
も
見
え
て
き
ま
し

た
。
防
犯
掲
示
に
は
、
「お
巡
り
さ

ん
　
パ

ト

ロ
ー

ル
　
お
疲

れ
様

で

す
」
と
い
う
柔
ら
か
い
表
現
は
ど
う

か
、
と
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
会
員
か
ら

で
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
研
修
会
当
日
は
彼
岸
明

け
の
日
に
も
関
わ
ら
ず
、
会
場

の
使

用
環
境
を
整
え
る
等
、
並
日
段
に
無

い

ご
負
担
を

い
た
だ
い
た
長
久
寺
様
に

感
謝
を
申
し
上
げ
、
研
修
の
報
告
と

致
し
ま
す
。

托
鉢
募
金
活
動

浦
和
仏
毅
会

１２
月
１
日
（金
）
浦
和
仏
教
会
、
埼

玉
県
佛
教
青
年
会
は
、
Ｊ
Ｒ
浦
和
駅

前
を
中
心
に
歳
末
助
け
合
い
托
鉢
募

金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
６
万
円
を

超
え
る
募
金
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
の
で
、
埼
玉
県
共
同
募
金

会

へ
寄
付
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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″●
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遷
化
な
さ
れ
ま
し
た
。
に
よ
り
ご
冥
一稲
を
お
新
り
い
た
し

ま
す
。

二

‐
こ

工
よ

え
ユ
　
ー

ー

藤
ロ
薔
甲
■
よ

‘

Ｐ

Ｉ

評
議
員

況
代

議
員
）
ロ
エ
エ
ン
．

事

平
成

16

咸
∩
）
０
∠

年

会
」̀ヌこ

キ
化
ユ
ロハ
）

任

ニ
ノこ

し
メ

よ

し
ユ
/こ

0

水

年

わ
た

り

当

会
事
→受|
Иヽ

理
学

尽
カ
ψ

2
ヨ
勿
■
パ

ｎ
ソ
４
ユ

し
ユ
ノこ

と

友
崚

よ

.=■
―
‐
1書
‐

か
べ
て
い
た
の
が
口に
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。
合
掌

・ ≠

藤
ロ
′ロ

イマ

元
会
長
が
今
衆
5

年

月

日
´

」

q
歳
で

姿
を

拝
見
し
■
′こ

′ヽ
C

が
な

く

´
フ

I
つ

わ

や

な

新
埼
佛
・会
館
建
設
委
買

・会
委
員
長

キ
化
ユ
漏

任
し
、
くT,
¬
~

た
し

ま
す
0

穏
や
か

な
↓、

`つ】
ノヽ

柄
で

度
■
0
丈
３

，
ス
ハ

ゝ
り

``
■

‘

カ

q

一
一一■
●
■
■
■
●
●
■

一̈
一一一一一一ヽ
一一

■
一■
■
―
■

．■
電
．・1■ ||||||||=

一
一
一

繭
饉

大佛師 松 本 明 慶 佛像彫刻晨

二百体特浮li晨示

主催 松本明慶携像彫刻震実行委員会
日時 12624年 10月 9日 (水 )～ 10,菫 4‡1(月・祝 )

午前 10時～午後 7時 (入場は午後 6時 30分まで)

※最終 :|11は午後 5時間場 (最終入場午後 4時 30分 )

場所 :丸広百貨店 燿越店 5階催場

仏像の修復 ご相談承ります
詳しくは下記お問い合わせ先までご連絡ください

お問い合わせ先 :株式会社丸広百貨店 外販統括部
山下、中月I TⅢ_.(049)22か 5111

～選慶の流れをくむ′送と技～
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第37 全国仏教保育埼玉大会

こころ 子ども いのち
子どもたちが輝く未来に向けて、仏教保育が果たす役割とは

大宮ソニックシティ

令和 6(2024)年 7月 25日
7月 26日

(ラ本ξ)

(釜≧)

第 1日 目 全体会  ソニックシティ大ホール
・初午太鼓 (川□市の郷土芸能)
・開会行事

・記念講演 下線佐代子さん

(下組暁―氏の孫でジャズシンガー)

埼玉県出身で、「たなばたさま」

「はなび」などの重謡や唱歌を

1200曲以上残した下紀暁―氏の世

界を、ジャズのリズムに乗せて綴

ります。

・記念演奏 ナターシャ・グジ~さん
(ウクライナの歌姫 )

ウクライナの伝統的な弦楽器、バ

ン ドウーラが奏でる繊細で切ない

音色と透明感のある歌声、美 しい

旋律と共にウクライナの平不ロヘ思

いを馳せます。

第 2日 目 分科会  ソニックシティ会議室他
10分科会に分かれて研修

記念開催 第40回埼玉県佛教幼児画展 ソニックシティ展示室

主催 公益財団法人 日本仏教保育協会
実施 第37回全国仏教保育埼玉大会実行委員会

-10-
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（
一
財
）
埼
玉
県
佛
教
会
　
副
会
長

粂

原

恒

久

自
坊
一連
馨
寺

〒
３５０．
晰
　
川
越
市
連
雀
町
七
番
地

電

　

　

話
　
●
四
九
―

二
１
■
―
●
●
四
〓

フ
ァ
ッ
ク
ス
　
●
四
九
―

二
１
六
―
●
六
七
六

（
一
財
）
埼
玉
県
佛
教
会
　
副
会
長

本
庄
市
　
城
立
寺
住
職

加

藤

玄

静

〒
冊
００５２
　
本
庄
市
銀
座
３
１
４
１
７

（
一
財
）
埼
玉
県
佛
教
会
　
会
長

真
言
宗
智
山
派
　
ｉ
学
院
住
職

倉

持

秀

裕

〒

％

００

電

　

話

Ｆ

Ａ

Ｘ

蕨
市
北
町
３
１
２
１
４

謹

賀

新

年

一一一一一一・一

お
願

い
申

し
上
げ
ま
す

合
　
掌

（
一
財
）
埼
玉
県
佛
教
会
　
常
務
理
事

曹
洞
宗
賓
持
寺

住
職

馬
　
場
　
知
　
行

鴻
巣
市
箕
田
三
●
三
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
）
四
人
―
五
九
六
―
●
七
一
九

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
Ｃ
四
八
―
五
九
六
―
七
ｔ
二
四

天
台
宗
　
束
泉
寺
　
住
職

（
一
財
）
埼
玉
県
佛
教
会
　
常
務
理
事

河
　
野
　
一元
　
玄

〒
３３０
１
００４４
　
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
瀬
ヶ
崎
二
―

〓
ｎ
ｌ
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
四
人
―
八
八
六
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四

一
五
二

（
一
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埼
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佛
教
会
　
常
務
理
事

Ｌ
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Ｅ

屯

―

一
　

Ｆ
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一
■

　

●
が

〒
冊
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埼
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安
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四
九
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五
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五
六

．
一

●
四
九
―

二
五

一
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五
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一
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埼
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教
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理
事
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澤
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剛
　
比
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三
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玄
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慈
恩
寺

住
職

大

嶋

法

道

〒
冊
０００９
　
さ
い
た
ま
市
岩
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区
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恩
±１

一
九

電
　
話

（●
四
人
）
七
九
四
―
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二
五
四

Ｆ
Ａ
Ｘ

（０
四
八
）
七
九
四
―
■
０
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（
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財
）
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台
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〒
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蓮
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四
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一
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四

電
　
話
　
●
四
八

（七
六
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）
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二
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Ｘ
　
●
四
人
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）

一
１

１
八

鷲
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遷
鷲

埼

第39回埼玉県佛

暑豊讐豊
菫

〔さいたま市南区根岸 1-7-

《場所》

さいたま市文化センター・

※入場自由
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憮欝‐
‐

魃珀

本
年
も
よ
ろ
し
く

《日時》

令和 6年 1月 13日 (土 )

13時～ 17時
1月 14日 (日 )

1 0B寺^V1 6]寺



“
叙勲・泰鶴≒ ご費章おめでとうございます い

令和5年 《秋の叙勲・褒章》

藍 綬 褒 章 田中 雪心 師 (蓮田市真浄寺 更生保護功労)

瑞賓双光章 川上 秀忍 師 鶴巣市東光寺 更生保護功労)
瑞賓双光章 馬場 弘壽 師 (加須市龍昌寺 更生保護功労)

m237 令和6.1.9「埼玉佛教」

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
５
年
　
７
月

２
日
　
入
間
市
長
福
寺

（建
長
）

渡
邊
　
宏
之
　
師

（７６
歳
）

令
和
５
年
　
８
月

５
日
　
熊
谷
市
西
明
寺

（智
山
）

島
田
　
恵
晨
　
師

（８３
歳
）

現

・
代
議
員

１０
日
　
川
口
市
浄
相
院

（浄
土
）

畑
中
　
］呉
成
　
師

（９８
歳
）

令
和
５
年
　
１１
月

１６
日
　
寄
居
町
常
光
寺

（智
山
）

小
山
　
典
勇
　
師

（７８
歳
）

元
代
議
員

１９
日
　
鴻
巣
市
勝
願
寺

（浄
土
）

藤
田
　
得
三
　
師

（９１
歳
）

元
会
長

【
誌
●
一

令
和
５
年
　
１０
　
月

１７
日
▼

「埼
佛
青
」
写
仏

１９
日
▼

「人
権
埼
玉
」
埼
玉
県
へ
の

要
請
行
動

（倉
持
会
長
、
金

子
事
務
局
長
）

「埼
佛
保
」
全
国
大
会
第
１２

回
実
行
委
員
会

（埼
佛
会
館
）

３０
日
▼
部
落
解
放

。
人
権
政
策
確
立

要
求
第
２
次
中
央
集
会

（星

稜
会
館
／
大
塚
）

３１
日
▼

「解
放
同
盟
」
狭
山
市
民
集

会

（日
比
谷
野
外
音
楽
堂
／

大
塚
、
永
堀
）

令
和
５
年
　
１１
　
月

２
日
▼
４４
回
埼
玉
県
佛
教
徒
大
会

・

妻
沼
仏
教
会
打
合
せ

（妻
沼

・
歓
喜
院
／
金
子
事
務
局
長
、

永
堀
）

６
日
▼

「埼
佛
保
」
全
国
大
会
第
１３

回
実
行
委
員
会
（埼
佛
会
館
）

１０
日
▼
第
４３
回
埼
玉
県
人
権
フ
ォ
ー

ラ
ム

（東
松
山
市
民
文
化
セ

ン
タ
１
／
金
子
事
務
局
長
、

大
塚
、
福
原
）

１４
日
▼

「埼
佛
青
」
写
仏

１７
日
▼
第
４４
回
埼
玉
県
佛
教
徒
大
会

２２
日
▼
埼
玉
県
実
行
委
員
会
、
視
察

交
流
会

（奈
良
／
～
２３
日
／

大
塚
）

２４
日
▼
「埼
宗
連
」
平
和
の
祈
り

（カ

ト
リ
ッ
ク
川
越
教
会
／
金
子

事
務
局
長
、
大
塚
、
福
原
）

２８
日
▼

「人
権
埼
玉
」
埼
玉
県
と
の

関
係
課
交
渉

（浦
和

。
あ
け

ぼ
の
ビ
ル
／
金
子
事
務
局
長
、

永
堀
）

令
和
５
年
　
１２
　
月

４
日
▼

「埼
佛
保
」
全
国
大
会
第
１４

回
実
行
委
員
会

（埼
佛
会
館
）

１９
日
▼

「埼
佛
青
」
写
仏

２２
日
▼

「人
権
埼
玉
」
第
２
回
幹
事

会

（熊
谷

・
ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ

ド
イ
ン
熊
谷
／
大
塚
）

２８
日
▼
仕
事
納
め

昨
年
は
、
人
数
制
限
を
せ
ず
、
奉

詠
大
会
、
県
佛
大
会
を
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

マ
ス
ク
を
取

っ
て
、
御
詠
歌
を
お

唱
え
し
た
り
、
落
語
を
聞
い
て
笑

っ

た
り
出
来
る
こ
と
の
喜
び
を
感
じ
ま

し
た
。
今
年
も
よ
い
１
年
と
な
り
ま

す
よ
う
に
。
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